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地震時に岸壁哀込にイ午用す5土圧は岸壁の塚蛎杜状と結が`フサて力猿、ユたねばならな

t、今回回,1に示す,榛電 高

ォi広十長芝、それるれ 2物θ

x/%θχ」%θ 及 び'ノしθ

x/7物χ θttθ のた形灯口左

右する人ノ|、2 fOo岸嗽 形左

吉登置し,各 々の岸Cどの狽」面及

び広面に土圧計を取リフ吹

岸壁菫肥の高くのデなにノ|型ヽ起

栃消躍取付け芹壁を直壕縁勃

させk場含(内キ発中J)及 が

岸量卸喘静から9,%離れたコン

クリート動的に大型走振静左

設置回転ミヒ衆地盤左直粋損

勤童せに場含(タト吉再色初)の岸

壁の根勤′性11と振動時上肛左

禰 Jこた。
■ 起搬 反銀1定呂; タト静強詢1振動に使用こた大型起振務|め回新とく叡作芝れたもの
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;3相 わ震 溝ガ題蓋熟 14t(9動機:魃救'上除〈)遺 賜操作により友速.又瀾皮蔵'8とこ

てlよ受圧面積100 crの膿面型及ピス

ト)型±■許左試作使用し,地 盤壽

壁の振動 1定には加速度計6fO l■A上

梃‖れ線歪計月上イ↓オリ)日|ミよリ

記録亡た外電磁型地震計2台盗′矛用と

て7・ラウじサオツシロスコープたよる

イ士ン撻]の羞見操ほイ『 た

皿:哀込は7k締め送イテびフ 土ゝ″之

義入とたヵ,回弓はノ|4ヽシ木内吉p強詢1派

多の場合の拠 上圧とル盤風翌壁休
の力』り艶左示丸 n-4.酔5はタト吉p強
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